Improvement of Quality of "Kiduki" through playing with Toys made by natural materials by 永田 真吾
自然を使って遊ぶ面白さを実感し,気付きを質的に高めていく子の育成
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１　はじめに
　（1）主題設定の理由
　　「好きな教科は生活科です」これは，４月の自
己紹介で多＜の子どもから出た言葉である。　５月
の単元「水鉄砲で遊ぼう」では，容器の固さや形
状，押し方によって水の出方に違いがあることを
遊びの中で気付いていった。　しかし，その気付き
は，水の出方と容器の形状等の関係を明確に説明
しうるものではな＜，体験から得た直感的な気付
きにとどまっているように思えた。
　子ども達にとって生活科は，大好きな教科の一
つである。その理由として，活動や体験を重視
し，子どもの興味に沿った授業が展開されるから
である。その一方で，平成20年１月の中央教育審
議会答申では，生活科の課題として「活動や体験
　　　　　　　　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●を通して得られた気付きを質的に高める指導が十
分に行われていないこと」や「児童の知的好奇心
を高め，科学的な見方・考え方の基礎を養うため
の指導の充実を図る必要があること」などが指摘
された。
　上述のような学級の実態や生活科の課題から，
子ども達に直感的な気付きだけで終わらせず，気
付きを質的に高めさせる実践が必要であると感じ
た。そこで，子ども達にとって身近な自然を教材
として扱い，自然を使って遊ぶ面白さを実感させ
ることで，気付きの質も高めることができるので
はないかと考えた。また，そのような実践に取り
組むことで，自然のすばらしさも体感し，その経
験が３年生以降の理科の学習にもつながっていく
であろうと考えた。
　以上のことから，研究主題を「自然を使って遊
ぶ面白さを実感し，気付きを質的に高めてい＜子
の育成」と設定した。
　（２）目ざす子ども像と研究のねらい
　目ざす子ども像は，次の通りである。
○自然を使って遊ぶ面白さを実感する子ども
○気付きを質的に高めてい＜子ども゛
　前述の子ども像に迫るためには，どのような教
材が有効なのか，また展開の仕方はどうかといっ
たことを，実践的に究明することをねらいとして
研究を進めることにした。
２　研究の構想
　（1）児童の実態
　５月「水鉄砲で遊ぼう」の授業中，洗剤容器の
口に石けん水をつけて，しゃぼん玉をふくらませ
ている子ども達がいた。　こうした子ども達の姿を
とらえたとき，「自然」の中でも特に「空気」が
教材として浮かんできた。
　そこで，子ども達がどの程度空気に触れた生活
経験があるのか，実態調査（資料１）を行った。
結果は，風船遊びやしゃぼん玉遊びのように，お
もちゃを使った遊びは何回もしたことがある子が
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多かっか。しかし，その反対に繰り返し何回も遊
んだり，本来の日的以外の遊び(ﾋﾞｰﾁﾎﾞづﾚの上に
のって遊ぶなど)をしたりした経験がないことも
分かった。つまり，本学級の子ども達は今までの
生活の中で，空気と触れ合う経験があまり多＜な
かったということができる。Ａ児もその一人で，
学級の中で最も経験が少ない児童であった。
　以上の実態をふまえ，次のような仮説と手だて
を設定した。
　(２)研究の仮説
　　競技の揚々話し合いの場を単元の中に組み
　込み，繰り返し対象とかかわることのできる
　時間を保障すれば，自然を使って遊ぶ面白さ
　を実感し，気付きを質的に高めてい＜子が育
　つだろう。
　(３)研究の手だて
　　①競技の場を単元に組み込む
　チームで空気砲作りを行い，他チームと競い合
う的当てパドルというゲーム的要素を取り入れた
活動の場を繰り返し設ける。チームで活動するこ
とにより，チーム回で考えを出し合い，課題をも
って空気砲作りを行うことができると考える。ま
た，的当てパドルを行うことで，より強い空気砲
　　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●作りへと意欲を高め，自然を使って遊ぶ面白さを
も実感することができると考える。
　　②話し合いの場を単元に組み込む
　話し合いの場を設けることで，自分達の追究し
てきたことや考えてきたことが正しかったかの確
認や次時の学習活動への意欲を高めさせることが
できる。また，友達の考えにふれることで気付き
・　●　●　●　●　●　●　●　・
を質的に高めていくことができると考える。
　　③繰り返し対象とかかわる時間を保障する
　空気遊びや空気砲作りを何度も行い，子ども達
が繰り返し対象とかかわることのできる時間を保
障する。繰り返し対象とかかおることで，自然を
使って遊ぶ面白さを実感したり，気付きを質的に
高められたりすると考える。
　(４)抽出児について
　Ａ児(資料２)を抽出児とし，その変容を追う
ことによって仮説の検証を進めてい＜。
　(５)単元構想
　資料３(次頁)の通りである。
　資料2　　A児のとらえとかける願い
　Ａ児は，栽培活動では毎朝欠かさず水をやり，［野菜
が死んじやう］と言って学校が休みの日にも水をあげに
来るぐらい意欲的に取り組んでいた。　しかし，観察カー
ドには「葉っぱが大きくなった。実が３つなった」のよ
うに，事実を挙げる気付きのみを記人していた。また，
Ｐ３の実態調査で示したように空気に関する生活経験
が少ない児童であった。
　そこで，空気遊びや空気砲作りなどじっくりと対象に
かかわらせることで，空気遊びの面白さを実感し，その
遊びを通して気付いたことや考えたことを発言したり，
ふり返りカードに素直に表現したりすることができるよ
うになってほしいと願う。本単元を通して，「関連づけ
られた気付き」や「納得を件った気付き」ができるよう
になることを期待したい。
３　研究の実践と考察
　（１）空気を身近に感じよう
　　　①空気遊びは楽しいな（第1時）
　子ども達に，空気の存在を身近に感じさせるた
めに，単元の導人でエアーポール（長さ3mのﾋﾞﾆ-ﾙﾛｹｯﾄ）
と巨大風船を使った遊びを行った。ｴｱｰﾎ-ﾙ，巨
大風船ともに息を吹き込むだけではふくらますこ
とができないものだが，試行錯誤しながらなんと
かふくらまそうとする子ども達の姿が見られた。
　しばらくすると
「エｱ-ﾎﾟ-ﾙは走れ
ば空気が入る！」
と走って空気を入
れる子が現れた。
それをきっかけに
走りながら空気をエアーポールに入れ，遊ぶ姿が
見られるようになった。
　ところが，巨大風船はどうやってもふくらます
ことができない。そこで，教師は送風機を登場さ
せ，あっという間に子ども達の伸長ほどの大きさ
に巨大風船をふくらませてみせた。Ａ児も「すご
い勢いで空気が出て，ふくらんですごい！」と感
嘆の声を上げた。
　授業後のふり返り（資料４）では，「きよ大ふ
うせんは，-<略〉-けっこうおもたかった」と重さ
についての記述が見られた。　しかし，Ａ児の気付
きは「大きな風船」に対する重さであって，空気
のものへの意識にはまだっなかっていないと思わ
れた。そこで，空気を認識させるために，「空気
で遊ぶのってすご＜楽しいね」と朱書きした。
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②空気遊びをいっぱいしたよ(第２～４時)
　第２時から第４時で
は，子ども追加自由に
空気遊びをする時間を
設けた。風船をふくら
ませて遊ぶ子，大きな
ゴミ袋をパラシュート
のようにして遊ぶ子。
２階から風船を落とし
下でキャッチする子な
ど，さまざま
な遊びを考
え，空気遊び
を楽しむ姿が
見られた。
　Ａ児は，初
めの頃，友達
と風船遊びを行い，夢中になって風船を追いかけ
ていたが，Ｕずらくすると，友達と風船を使った
的当てゲームを考え，何回目で倒すことができる
か競い合う遊びを始めた。
　活動後の話し合い（資料５）では，自分で遊ん
だことを中心に意見が出された。　Ａ児は，A7「的
当てをやりました」と遊んだことだけを発言し
た。Ａ児には，自分の考えを素直に衣現できる子
になってほしい，また，以降の学習では，的当て
を上活動にもっていきたいと考え，T2「どうやっ
て遊んだの？」と切りかえした。すると，Ａ児は
A9「ロケットの形をした的に，風船を野球のよう
にして当てたんだｰ<略〉一難しかった」と，自分達
の遊びを具体的に発言することができた。　この発
言を受けてC10「みんなもやってみて」と，的当て
をみんなに勧める発言やCn11「やりたい。やりた
あい」という声があがった。　これらの声からは，
ゲームをしたいという強い思いが感じられた。そ
こで，遊びを考えさせるため，T4「どんな道具を
使ったらいい？」という教師の出を行った。する
と, C15「［顕水鉄砲したでしよ。あの容器を使い
たいな］の発言からC17「水を入れなきや空気が出
るしね」という言葉が導き出された。水と空気を
置吉換えて考えていることが分かる。この思いを
大切にしたいと考え，次時では水鉄砲で使った容
器による的当てゲームを行うことにした。
　Ａ児のふり返り（資料６）には，「きょうの空
気あそびはすごくたのしかった」［空気ってたの
しいなーと思いました］と書かれ，（旨）マークに
丸がうたれていた。　このことから，Ａ児は，空気
で遊ぶ面白さを実感しつっあることが分かる。
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た。より多＜の的を倒すには強い空気砲が必要で
あり，その道具として段ボールは最適な材料とい
える。次時以降は，段ボールの空気砲で追究する
ことにした。
　Ａ児のふり返り（資料８）には「せんざい（容
器）はかたかったので空気が出ないし，さきがほ
そいから空気がでませんでした」と，遊んだ体験
から得られた気付きを書いていた。　この気付き
は，まだまだ体験を通して得られた直感的な気付
　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　●　●　・　・　・きに近いものではあるが，容器の形状と空気の出
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●方を関連づける科学的な考え方につながる記述と
みることもできる。
(２)空気砲を作って遊ぼう
　①空気砲ってすごい(第7･８時)
　これまでの個人の遊びから，友達とかかわり合
　子ども達は，水鉄砲の経験を生かし，「これが
一番水がとんだから空気もきっと出るよ」と，自
分なりに水と空気を関連づけて道具選びをしてい
た。いろいろな道具を使って，繰り返し遊んでい
るうちに，［水とはちがうなあ］「空気は軟らか
い容器でないと飛ばんなあ」と，水と空気を比較
するつぶやきや「もっと的を倒したい」という声
が聞こえてきた。
　そこで，その願
いを学級全体の課
題にしたいと考
え，話し合いの場
　（資料７）を設け
た。　この話し合い
では，教師の丁1「空気は，どんな容器が一一一番よ＜
飛ぶんだろう？」の問いかけに，C5「水は糸のよ
引こ出るけど，空気はボンツと出るから，かたい
容器ではだめ」やC6「（水は一一一定時間出続けるが）
空気は一瞬しか出ない」と発言し，空気の性質を
つかみっつある子もみられた。　さらに，C8「洗剤
の容器は先が細いけど，マヨネーズは（先が）太
いから空気が出やすい」のように，先の太さと空
気の出方を関連づける気付きもみられた。
　今回は，水鉄砲で使った道具であったため，子
ども達は，的を多＜倒すことができなかった。そ
のため，C10「もう一回やりたい」, C12［もっと倒
したい］という声があがった。　この言葉は，もっ
と遊びたいという強い思いでいることが読み取
れ，遊ぶ面白さを実感しているといえる。そこ
で，空気をたくさん出す道具を考えさせるためT6
　「どんな道具を使ったら，いっぱい的を倒せるん
だろう？」と，教師の出を行ったところ, C14「段
ボール使っちゃいかんの？」という意見が出され
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いながら活動で
きる場へと広げ
ていきたいと考
え，３人１組の
チームで空気砲
作りを行うこと
にした。
　段ボールによる初めての空気砲作りでは，どの
チームもお互いに自分の考えを出し合いながら，
満面の笑みで製作を行った。
　Ａ児のチームは，話し合う（資料９）中でＯ
　「かわいらし＜」という意見が出されたが，Ａ児
のA2「かわいいのを作るんじやないよ」の一言
で，C3「いっぱい的を倒す」空気砲作りへ拡チ
ームの課題意識をもつことができた。また，A5
　「大きい方が空気がいっぱいあっていい」からは
Ａ児が的を倒すには空気の量を多＜する必要があ
ると考えていることが読み取れる。この空気砲の
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　・　●　●　●　●　●　●　●　●　●強さと空気の量を関連づける発言からは，気付き
●　●　・　●　●　●　●　●　・　・　●　●
が質的に高まってきているということができる。
つと（穴を）大きくしてみる」ことになった（資才
10）．穴を大きくすることで空気砲か強＜なるとｊ
　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
えており，これは関連づけられた気付きと読み取
れる．実際に穴を大きくして打つと，４本倒すこ
とができた．その直後，C8が「横からじゃなく上
からだたいてみたら」と声をかけ，そのようにC9
が打ってみると，９本倒すことができた．チーム
で活動し，考えを出し合ったことで，より多＜の
的を倒すことができる空気砲を完成させたといえ
る。Ａ児のチームのように，どのチームも何度も
試し打ちをしながら繰り返し改良したことで，的
を多＜倒す空気砲を作り上げることができた。
　Ａ児のふり返り（資料（には，「左左記こ」じ,y,よ
ほうが空気がよくでるしべ略卜よこでたたくとあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜■-■■---■暉■瞬一瞬--|
んまり空気がよわくて，上からやると　つよくで
･--------‥-.......................ｊ..........
　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●たのでうれしかった」と，穴の大きさと空気の量
----■-■’-■■■■■--■■■．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■･■㎜■
・　●　●　●　●　●　●　●　●　　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　●
を関連づけた気付き（波線部）や，納得を件った
気付き（点線部）が書かれていた．試し打ちや空
気砲の改良を繰り返し行ったことで，気付きを質
●　●　●　●　■　■　■　●　●　●　●
的に高めることができたといえる．　さらに，強い
いう歓声を飛び交わせていた。　しばらくして，教
師は「これを倒せたらすごいよ」と，事前に用意
していた的を提示した。すると，子ども達は我先
に的倒しに入った。　ところが的は全＜倒れず，倒
せたチームでも１～２個であった。「あれ，なぜ
だ？」と首をかしげながらチーム内で話し合う姿
が見られた。
　Ａ児のチームも，A3「空気は出るけど，強＜な
いなあ」と，空気砲の強さについて言及しA5「も
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　完成した空気砲
は，チームごとに大
小さまざまな大きさ
であり，互いに打ち
合いながら「楽し
い」「すごいり　と
空気砲を作れた喜び，遊びが面白かったことが，
　＠マークに４重丸をつけたことから分かる。
②チーム対抗的当てパドル(第９～11時)
　チームごとに工夫して作った空気砲を比較する
ことで，より強い空気砲を作りたいという願いを
もたせられると考え，的当てパドルを行うことに
め，チーム内で作戦を立てる姿が見られた。Ａ児
のチームも，「Ａ児，上を強＜たたいた方がいい
よ」のようにアドバイスを出し合っていた。
　結果は，ほとんどのチームがＯ点てあった。子
ども達は「＜やしい，どうして…？」「もっと倒
したい」と悔しがり，「もう一回やりたい」と２
回戦への意欲を示した。
　そこで，２回戦を行う前に，チームごとに作戦
タイムを設けることにした。再度，空気砲を打ち
ながら，工夫する所を考える姿があった。Ａ児の
チームは，「穴の中に手を入れて空気砲をふくら
ませてから，段ボールの横を強＜たた＜方法」を
とるこどにした。前時では，上からたた＜方が空
気が強＜出ると言っていたＡ児。考えが変わった
理由を尋ねてみると，「今日やってみたらやっぱ
り横の方が強かった」と答えた。
　作戦タイム後，２回戦を行った。得点が増えた
のは，１チームだけで，それ以外のチームは点が
下がるかＯ点のままであった。Ａ児のチームも７
点からＯ点へと点が下がっていた。教室が靜まり
かえる中，「先生，今のままじゃ無理。別の（段
ボール）で作り直したい」という声が上がった。
より強い空気砲を作りたいという思いでいること
が読み取れた。
　そこで，「どうすればより多＜の的を倒すこと
ができる『最強の空気砲』を作れるか」を話し合
う場を次時に設けることにした。
　Ａ児は，話し合い前のノート（資料12）に「お
す」を６回も書き，押し方の工夫と「でっかいダ
ンボール」にすることで，最強の空気砲を作るこ
とができると考えていた。そのことを，話し合い
の場（資料13）でも「押す時に，縦じゃなくて横
の方が押しやす＜空気がよく出ます」と発言し
　　　　　　　　●　●　●　●　丿　●　●　●　●　丿　●　●　●　●　●　●　●
だ。これは繰り返し遊ぶ体験から得られた納得を
件った気付きといえる。
　その後，どのような押し方をすればよいのかで
話し合いが進んでいった。押し方以外の改良点が
出てほしいと考えた教師は，１回日の的当てパド
ルでは，押し方を変えただけでは強＜ならなかっ
たことを指摘した。だが，これ以上意見が深まら
ないと考え，話し合いを一時中断し，次時にもう
一度各チームで追究した後で，再度話し合いの場
を設けることにした。
　２回日の話し合い（資料14）では，段ボールの
大きさと穴の大きさについて意見が交わされた。
　段ボールの大きさは，C5「たたきやすい大きさ
がいい」やC7「ちょうどいい大きさだと，強＜た
たける」のように，たたきやすさで意見がまとま
っていった。　しかし，九九きやすさは人によって
異なるため，T4「ちょうどいい大きさは，チーム
ごとに考えてね」とチームの課題とした。
　次に，穴の大きさではC8により「穴は大きい方
がいいのかなあ」と問題が提示された。Ａ児のチ
ームは，以前，試し打ちをしながら穴の大きさを
広げ，強い空気砲を作っていた（資料10）。Ａ児
には自分の考えを言える強さをもってほしいと思
い，Ａ児のチームを見ながらT6「前，穴の大きさ
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について考えてた千－ムあったね。　どうかなあ
…？」と問いかけた。少し迷いながらもＡ児は，
A9「大きい方がいいと思う。なぜかというと，空
気がたくさん出るから」と空気の出る量に着目し
て意見を述べることができた。　これは，繰り返し
遊ぶ体験を通して得られた納得を件う気付きとい
える。
　その後，穴の大きさはC10「大きな空気のかたま
りが出ないと的は倒れない」のように大きな六部
いいという意見と, Cll「小さい方が空気がヒュツ
と出て強く出る」のように小さな穴がいいという
意見に分かれた。　これについても，チームごとに
こだわりが見られたので，チームの課題とした。
　話し合い後，あちこちから「早＜作りたい」と
いう声が上がった。そこで，いよいよ次時に最強
の空気砲作りに入ることにした。
③完成！これが最強の空気砲だ！！（第12･13時）
　チームごとに段ボールの大きさ，穴の大きさ，
穴の形などを決め，最強の空気砲を完成させてい
った。　ここでは写真のように，物をあててきれい
な丸を描＜な
ど，チームご
とに工夫して
製作する姿が
見られた。
　Ａ児のチー
ムは，試し打
ちを繰り返し
ながら，徐々に穴の大きさを広げていき，穴の大
きさを決定させ，空気砲を完成させた。
　Ａ児のふり返り（資料15）からは「一ばんうれ
しかったことは，一ばん後ろまで空気がいったか
ら」と，強い空気砲は空気がよ＜飛石ことを実感
している記述が見られた。　これは，『なるほど』
と納得を件った気付きといえる。また，強い空気
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　・　●　●　●　●砲を作れた喜び，活動が面白かったことがマ
ークに幾十にも丸をつけたことから分かる。
④２年３組最強チーム決定戦(第14時)
　最強チームを決
める日の朝，子ど
も達はチームごと
に集まって「ここ
をこうやってたた
くといい」「この
向きで狙うと，絶
対10点とれるよ」
など作戦を立てていた。　これは，的当てパドルが
　　　　　　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●有効に働き，空気で遊ぶ面白さを実感しているか
らこその行動と考えられる。
　決定戦が始まった。Ａ児のチームは今までの経
験を生かし，把瓦き方，空気砲を置＜位置や向き
に注意する様子が伺えた（資料16）。
　Ａ児の結果は７点とＯ点てあったが，競技中，
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大きな声でチームを応援するＡ児の姿やこの目の
ふり返り（資料17）に書かれた「C1ちゃんが７点
とってくれたのでうれしかった」「（チームの）ご
う計が21点でうれしかった」からは，チームで的
当てパドルを楽しむことができたＡ児の姿が読み
取れる。またマークをくりくりに丸をつけた
　　　　　　　　　　　　　●　●　■　■　■　●　●　●　●　●　●ことから，Ａ児にとって的当てパドルが最高に面
白かったことが読み取れる。
-
　Ａ児のふり返り（資料19）に書かれた「うたれ
たらいたかったので，空気もあたればつよいんだ
なー」からは，空気を確かに感じ，空気の存在を
実感している納得を件った気付きと読み取ること
ができる。
　その後，ペットボトルの空気砲を紹介し，子ど
も達の身近にあるものでも空気砲が作れることを
伝え，単元を終了した。
４　おわりに
　（1）研究の成果
　　①自然を使って遊ぶ面白さを実感する子どもが
　　　育つたか
　資料20は，白然を使って遊ぶ面白さを実感する
Ａ児の変容をまとめたものである。空気遊びの時
点では遊べたから面白いという状態であったが，
的当てパドル後は強い空気砲を作れた喜び，友達
と競う面白さへと変容した。　これらは，チームで
競技する場（手だて①）や繰り返し対象とかかわ
る時間の保障（手だて③）が有効に働いたためで
あると考える。
　　②気付きを質的に高める子どもが育つたか
　資料21は，Ａ児の気付きが質的に高まってい＜
表現を分析したものである。話し合いの場を設け
たこと（手だて②）や繰り返し対象とかかわらせ
る時間を保障したこと（手だて③）が有効に働
き，「関連づけられた気付き」「納得を件った気
付き」に高めることができたといえる。
　　③本研究のねらいは達成できたか
　資料22は，単元終了後のＡ児の感想である。
　まとがいぱいたおれたので二
なりました」の言葉からは，的当てパドルをした
ことにより，空気で遊ぶ面白さにのめり込んでい
った様子が読み取れる。これは，手だて①の的当
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⑤空気砲でもっと遊ぼう(第15～17時)
　自分達で課題を解
決しながら空気砲作
りを行ってきた子ど
も達。空気の存在に
気付＜ことはできて
も，日で見ることが
できずにいた。そこ
で，空気砲から空気が出る様子を見ることで，よ
り空気で遊ぶ面白さを実感させられると考え，煙
を入れて観察することにした。煙を入れたこと
で，実際に空気が飛び出す様子が分かり，子ども
達も夢中になって観察していた。煙を入れて遊ん
だＡ児のふり返り（資料18）からは「すごくでかい
わっかが出て，すっごくたのしかった」と，驚き
や遊ぶ面白さを実感している様子が読み取れた。
　その後，子ども達には，最後に目一杯空気砲で
遊ぶ時間を設けた。友達同士向き合って打ち合う
など楽し＜遊ぶ姿が見られた。
てパドルが有効であったからである。そして，
　「ぼくたちの空気ほうよりもつよいチームがいた
のでもっとつよくなりたい」のように，より強い
空気砲作りへと意欲を高めることができた。特
に，文末の「空気ってすごいなー」からは，自然
を使って遊ぶ面白さを実感し，自然への畏敬の念
を抱き始めた言葉と受け取ることができる。
　こうしたことから，「空気」の教材化と本実践
のような展開の仕方は目ざす子どもに迫るために
有効であったと考えられる。
（2）今後の課題
　本研究では，自然を「空気」に限定して扱って
研究に取り組んだ。今後は，空気以外の教材を使
い，生活科の９つの内容のいくつかを包括的に取
り入れながら，今回の研究テーマをさらに進めら
れるような単元の開発を課題としたい。
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